
 
          岡山県ベトナムビジネスサポートデスクレポート Vol.1(2008.2月号) 
 

 
 

 
 

 
はじめまして。SCSベトナムの斉藤と申します。 
この度、ハノイ市において、ベトナムにおける 
岡山県ベトナムビジネスサポートデスクを務め 
させていただくことになりました。皆様方のお役 
に立てるよう努力する所存ですので、何卒よろしく 
お願いいたします。 
私は 1994年 12月にハノイに参りましたが、 
当時は停電も頻繁に発生し、日用品もろくなもの 
がなく、まともな日本食を口にできる店もない 
など、日常生活にも困るような状況でありました 
が、今ベトナムは大きく変貌しております。2007年 
1 月よりベトナムはＷＴＯ（世界貿易機関）に加盟
し、経済開放を進めており、外資企業の新しい製造

拠点、昨今は金融・証券市場としても国際的に注目を集めています。 
さて、ここで簡単にベトナムへの日系企業の進出状況についてご説明させていただきま

す。日系企業の進出が始まったのは、1989年からですが、ベトナム投資は 1994～1997年
頃に第一次ブームを迎えました。当時の主な進出企業は、南部では輸出加工区に進出した

100％輸出加工企業、北部では二輪車・四輪車企業などでしたが、1997 年に発生したアセ
アン通貨危機で、一気に投資熱が冷え込みました。その後、2004年頃より再び投資が増え
始め、特に 2005年春に中国で発生した反日デモにより、多くの企業が同国への進出にリス
クを感じ、がぜんベトナムが注目の対象となりました。この数年の日系企業のベトナム進

出案件数・投資額は、2004年 61件 2億 2,400万米ドル、2005年 107件 4億 3,700万米ド
ル、2006年 148件 10億 5,800万米ドル、2007年 158件 9億 1,900万米ドルとなっていま
す。それ以外に既存企業の追加投資もあり、非常に堅調な状況です。特にベトナム北部で

は、中小の製造業の進出が目立って増えております。 
それでは今後ともお気軽にご連絡いただけますようお願い申し上げます。 
 
 
 
デスク所在地：Room No.1503,15th Floor,VIT Tower, 519 Kim Ma Street,Hanoi,Vietnam          

SCS（VIETNAM）CO.,LTD内 
デスク担当者：代表 斉藤 雄久（さいとう たかひさ） 
対象エリア：ベトナム全土 
連  絡  先：TEL:+84-4-220-0334  
      FAX:+84-4-220-0335 

＊ デスクご利用にあたっては、まず岡山県産業企画課(086-226-7365)へご
連絡ください。 

 

 

２月１８日に岡山県ベトナムビジネスサポートデスクを開設しました 

ベトナムデスクからのご挨拶 

岡山県ベトナムビジネスサポートデスクについて 



 
 
 

 
 
 
 
 


